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　私は、今年度から、社会教育を
担当させていただいております。
　元々、小学校の教員ですので、
PTA活動には、教員という立場で
参加しておりました。今、改めて考
えますと、保護者の皆様には、子
どもたちの育ちのために、何かと
お忙しい中にも関わらず、PTA活

動にご尽力いただいておりますことに、まずは感謝を
申し上げるとともに、敬意を表します。
　PTA活動といいますと、代表的なものの一つに、奉
仕作業があるかと思いますが、私が勤務した学校で、
思い出深いものがありました。理由は、2つあります。
　1つ目は、それまで勤務した学校とは違い、奉仕作
業の開始時刻が朝の8時からと、始まりがゆっくり
だったことです。異動して間もなかった私は、学校の
規模も小さいし、早く終わるのかなぐらいの気持ちで
おりました。ところが、その学校は、山からの引き水を
利用していたため、水源地まで草を刈り、水源地の清
掃まで行っておりました。そのような訳で、予想に反
し奉仕作業が終わったのがお昼近くでした。奉仕作
業で水源地の清掃を行っていただいたことで、子ども
たちは安心しておいしい給食を食べたり、屋上にあっ
たプールで思い切り泳いだりすることができました。
　2つ目は、保護者や教職員だけでなく、学区内の全
戸から奉仕作業に参加していただいたことです。小規

社会教育課長あいさつ
模校のため、実家庭数も少なかったためかとは思いま
すが、当たり前かのように奉仕作業にご協力いただい
たことが心に残っております。奉仕作業が終わってか
らは、地区の集会所のような場所で参加者全員で軽
食を頂き、午後は校長住宅で引き続き親睦を深めた
かと思ったら、今度は川掃除ということでイワナやヤ
マメを網で捕まえ、焼いて食べました。
　今となってはとても懐かしい思い出ではあります
が、今も昔も、それぞれの学校には、子どもたちや保
護者の皆様だけでなく、支えてくれる地域の方々がい
らっしゃるのは間違いのないことだと考えておりま
す。そのような方々のご協力をいただきながら、子ど
もたちがすくすくと育ち、親としても成長することが
でき、「共に育つ」ことにつながっているのではないか
と考えております。
　我々、社会教育課といたしましても、県PTA連合会
の活動スローガン「子と親が共に育つPTA活動を」の
もと、充実したPTA活動が展開されるよう、社会総ぐ
るみで支える地域づくりを目指し、様々な事業を通し
てその実現に取り組んでまいりますので、引き続き、
皆様のご協力とご支援をよろしくお願いします。

社会教育課長
遠藤裕一

中学校の部  応募数16校 38点

小学校の部  応募数47校 566点

中学校の部  応募数5校 30点

小学校の部  応募数13校 31点

最優秀賞
▷1年＝丹野柚（松陵義務） ▷2年＝近藤雄介（富田東） 
▷3年＝齋藤杏（白河二）　 ▷4年＝室井柊伍（白河二） 
▷5年＝齋藤まえむ（川俣） ▷6年＝住吉寧 （々泉）
優秀賞
▷1年＝仁井田浬（須賀川三）、佐野広晟（平石） 
▷2年＝國井芽衣（白河二）、鈴木悠士郎（平田） 
▷3年＝丹野澪（松陵義務学校）、渡部心菜海（鶴城）、熊倉凛（猪苗代）

▷4年＝髙木啓頌（夏井）、奈良輪莉乃（平田）、巖和磨（福大附属）
▷5年＝小林美心（福大附属）、笠原枝美瑠（平田）、近藤凛空（熊倉）
▷6年＝二瓶莉子（鶴城）、安藤凛南（富田東）、松本悠里（大越）
優良賞
▷1年＝岩渕希虹（塩川）、塩田逢乃（須釜）、須藤千咲（富田東）、大石剛大（熊倉）
▷2年＝伊藤菜生（富田東）、七海遥一（白河二）、小山田葵（熊倉）、伊藤三葉（三春）
▷3年＝葛西謙斗（福大附）、佐々木友悠（川俣）、鈴木陽向（熊倉）、
　　　 橋本真桜（関辺）、後藤健人（富田東）、佐野大誠（平石）
▷4年＝髙木優奈（泉）、石川禾奈子（白河二）、齋藤理々奈（平田）、
　　　 石塚彩乃（大越）、檜山恵佑（熊倉）、秋山凛桜（柏城）
▷5年＝平野琉衣（熊倉）、鶴田恵麻（平田）、村上央果（富田東）、清水咲愛（四倉）、竹村知花（鶴城）
▷6年＝髙木悠暢（夏井）、横田知佳（川俣）、巖千桜（福大附属）、大石美稀（熊倉）

最優秀賞　
▷1年＝薄井唯（表郷） ▷2年＝半沢神弥（郡山一） 
▷3年＝五十嵐日菜乃（若松三）
優秀賞
▷1年＝末廣莉央奈（中央台南） 
▷2年＝髙萩柑凪（内郷一）
▷3年＝薄井愛奈（須賀川二）
優良賞
▷1年＝佐藤凪紗（西袋） ▷2年＝猪俣莉子（若松六）
▷3年＝齋藤輝（信夫）

最優秀賞
▷1年＝安藤菜乃（須賀川三） ▷2年＝三森玲奈（棚倉） ▷3年＝藤田あつみ（棚倉）
優秀賞
▷1年＝近内清春（須賀川三） ▷2年＝橋本陸人（須賀川三）
優良賞
▷1年＝金沢帆乃夏（西郷一） ▷2年＝緑川奈瑠美（浅川） ▷3年＝吾妻詢（棚倉）

最優秀賞
▷1年＝新町陽愛（柏城） ▷2年＝齋藤大暉（柳津） 
▷3年＝安藤海璃（四倉） ▷4年＝鈴木感人（石川） 
▷5年＝添田陽太（石川） ▷6年＝金澤澄怜（石川）
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ポスターの部入賞者

表郷中 １年 薄井唯 郡山一中 ２年 半沢神弥

優秀賞
▷3年＝平塚翠奈（熊倉） 
優良賞
▷1年＝吉井咲喜（駒形） ▷2年＝星野希天（白河二） 
▷3年＝吉田理央（豊川） ▷4年＝大平紗綾（小野田） 
▷5年＝佐々木実乃里（熊倉）
▷6年＝十文字颯翔（石川）
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日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰 受賞団体の紹介

　この度は「日本PTA全国協議会
会長表彰」という大変光栄な賞を
いただき、心より感謝申し上げま
す。子どもたちの健全育成を目的
としたこれまでの活動が高く評価
されたと、大変嬉しく思っており
ます。 
　本校は、桜の名所である五百淵

公園の南に建つ、創立63周年を迎えた学校です。桜
小PTAとしては、美化活動やリサイクルバザー、給食

試食会開催などの活動をしております。近年は共働
き家庭が増え、PTA活動も負担軽減のためスリム化
する傾向にありますが、一つ一つの活動を通じてお
互いが繋がり、そして絆を深めることが子どもたち
を守っていくことに通じていると信じています。 
　今回の受賞は、日頃からPTA活動を一緒に活動
し支えくださっている保護者の皆さま、地域の皆さ
ま、そして学校関係者の皆さまのお力添えの賜物
です。これからも、より良い関係性と協力体制で子
どもたちのために活動して参ります。

父母と先生の会会長
　　　　

郡山市立桜小学校父母と先生の会郡山市立桜小学校父母と先生の会

県立校では、福島県立視覚支援学校・福島県立聴覚支援学校福島校父母と教師の会も受賞しております。県立校では、福島県立視覚支援学校・福島県立聴覚支援学校福島校父母と教師の会も受賞しております。

　この度は「日本PTA全国協議会
会長表彰」という光栄な賞を受賞さ
せて頂き、誠にありがとうございま
す。これもひとえに、これまでの子
どもたちの健やかな成長を支える
本校のPTA活動が高く評価された
ものと、大変嬉しく思っています。
　開校67周年の本校は、地域と

一体となり、教育環境の整備や児童の見守り、学校
行事やPTA行事の運営に努めてまいりました。特に、

PTAバザーや読み聞かせ活動、保護者に対する交
流・講演会の企画・運営に積極的に取り組んでき
ました。今回の受賞は、これまで諸先輩方が継続
的に活動を推進し、地域全体で学校を盛り上げる
活動が実を結ぶ形になったものと感じておりま
す。本校歴代PTA会長や市連Ｐ役員の皆様、常に寄
り添う先生方、地域の皆様の御協力の賜物であり
ます。子どもたちに関わる全ての皆様に感謝を申し
上げます。受賞を機に、今後も、子どもたちのため
によりよいPTA活動を目指して頑張って参ります。

『日本PTA全国協議会会長表彰（団体）表彰受賞報告』『日本PTA全国協議会会長表彰（団体）表彰受賞報告』

日本PTA全国協議会会長表彰を受けて日本PTA全国協議会会長表彰を受けて

特集 優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 受賞団体の紹介特集

令和８年度
県大会のお知らせ

安全互助会のお知らせ
　事故報告に必要な、「事故報告専用コールセンター
(24時間365日対応可能)」の連絡先は、１月に配付し
ました「令和8年度福島県PTA安全互助会補償制度の
ご案内」(紫色のパンフレット)に記載してあります。ま
た、「PTAの学校番号(会員番号)」も案内と一緒に別
紙にて送付してありますので、ご確認ください。

広報紙コンクール募集のお知らせ
　11月案内の「第61回福島県小中学校PTA広報紙コ
ンクール」の出品対象は、本年度(令和７年度)に発行
した広報紙１部(各号)です。ウェブ版も対象となりま
す。提出期日は令和８年５月14日(木)です。応募をお
待ちしております。

第74回福島県PTA
研究大会南相馬大会

いわき市立小名浜東小学校PTAいわき市立小名浜東小学校PTA

PTA会長
　　　　

　この度は「優良PTA文部科学大
臣表彰」という大変栄誉ある賞をい
ただきました。本会は、子どもたち
の健やかな成長を目的に活動して
います。しかしながら、コロナ禍で
一度止めてしまった諸活動を再開
することは、非常にエネルギーが必
要です。このことは多くの方々が実

感されたことと思います。本会では、子どもたちの健
やかな成長のためには、保護者のつながりが重要で
あると考え、保護者同士が和気藹々とした雰囲気の中
活動する「保護者の集い」の再開などを重点的に取り
組んできました。その他、会員数の減少といった課題
に対し、本会の体力に応じた組織に再編成するなど
し、機動力を高め、活動しています。子どもたちの学
び・生活の充実のために、各地区での育成活動の充
実、町プールの使用料の予算化による教育環境の整
備や各地区からの要望を受けて積極的に要望活動な
ども行い、成果をあげています。今年は未来の子育て
を担う現在の子どもたちのため「子育て＝大変（マイ
ナス）」から「子育て＝楽しい（プラス）」のイメージと
なるよう子ども・保護者の笑顔を多く掲載したPTAだ
より「絆」を発行しています。（HPをご覧ください。）
　今後も会のねらい達成に向け、会員相互のつなが
りを充実させ、より一層PTA活動の活性化を図ってい
きたいと考えています。

「より活気のあるPTAとするために」「より活気のあるPTAとするために」
いわき市立内郷第一中学校父母と教師の会いわき市立内郷第一中学校父母と教師の会田島小学校父母と教師の会田島小学校父母と教師の会

平山 麿仙坂宜央

森尾 興史

父母と教師の会会長

　この度は「優良PTA文部科学大
臣表彰」という大変光栄な賞を受
賞させていただき、ありがとうござ
います。本市はかつて炭鉱で栄え
た街で、本校は常磐炭礦内郷礦住
吉本坑の跡に建てられ、今でも敷
地内に住吉本坑の遺構がありま
す。「一山一家：ひとつの山はひと

つの家族」という、炭鉱ならではの思いを大切にされ
てきました。そのような中、保護者の意見、要望を踏
まえた共通理解・実践に一枚岩となって取り組んでき
ました。また、方部PTAと連携し、教育講演会等を合
同で開催して共に学ぶ機会を作っております。さら
に、数多くの卒業生で構成している同窓会と連携して
地域が一体となって子どもたちの成長を見守っていま
す。この度の受賞は、私達だけでなく歴代のPTA活
動、地域の方々の成果です。先人への感謝を忘れず、
今後も活動に励んで参ります。

「一山一家」を胸に「一山一家」を胸に

堀江 丈統
父母と教師の会会長

１　大会主題　ともに学び、ともに拓く「至誠（まごころ）」PTA南相馬大会（仮）
　　　　　　　　～未来を切り拓き、強みを生かし自分らしく豊に生きぬく子どもとわたしたちを目指して～
２　期　　日　令和８年10月10日（土）
３　会　　場　南相馬市民文化会館（ゆめはっと）・サンライフ南相馬・さくらホール
４　日　　程　受付12:00～ 全体会12:20～13:00 記念講演13:10～14:40 分科会14:50～16:00
５　基調講演　講師　福島ロボットテストフィールド所長　鈴木 真二 氏　 　
　　　　　　　演題　ドローンとロボティクスが拓く未来 －南相馬から始まる新たな挑戦　

13

〒960-8043
福島市中町7番17号
一般財団法人ふくしま市町村支援機構
ふくしま中町会館 5階西
TEL.024-545-5982
FAX.024-545-5990

※令和8年2月18日～2月26日(木)
　引越・事務所整備期間のため閉所

令和８年２月27日(金)9時より


